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【概 要】

次世代の高度情報化時代を支える材料・素子開発においては、従来の物質の持つバ
ルクの性質に基づいた材料開発でなく、多様なナノ物質群を集積・組織化するボトムア

ップナノテクノロジーを基盤とした材料開発が求められている。しかし、半導体の微細

加工技術（トップダウン）に比べて、多様な物質群を集積・組織化するナノテクノロジ

ーは残念ながら、十分に開発されていない。本研究代表者は、世界に先駆け、高分子 1

分子の厚さ（1 ～ 2 nm）を有し、分子が高度に配向した高分子ナノシートの自在集積技

術の開発に成功している。また、高分子の多様性を利用し、電子・光機能、分子認識機

能などの機能団の組み込みも行い、光電変換機能、フォトニック機能、分子センサー機

能を有する集積型高分子ナノシートの開発を行ってきている。本代表者の集積型高分子

ナノシート構築技術を基盤として、無機ナノ粒子や液晶、生体たんぱくなど様々なナノ

物質によるハイブリッドナノ集積体の構築、および光、電子を中心とした高分子ナノデ

バイスの創製を目的とする。

【期待される成果】

本研究では、分子組織の分子設計の過去の実績と新たな界面制御の検討により、新

規な材料構築学のテクノロジーを確立する基礎的なアプローチを目指している。有機材

、 、料 高分子材料を来るべき次世代のナノデバイスやナノチップとして応用展開するには

材料組織化法のテクノロジーが極めて未熟であり、本申請研究により、この高分子ナノ

テクノロジーの研究分野が益々発展することを期待している。
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